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は
じ
め
に

　
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
の
フ
ィ
リ
ビ
ン
農
村
研
究
に
お
い
て
、

従
来
に
も
増
し
て
農
村
労
働
者
層
の
存
在
に
関
心
が
集
中
し
た
こ

と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
農
村
に
は
、
農
家
層
の

他
に
小
作
権
す
ら
も
た
な
い
非
農
家
層
が
存
在
し
、
人
口
構
成
の

数
割
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
主
要
な
研
究
は
、
米
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

地
帯
を
中
心
に
農
村
調
査
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
農
村
労
働
者
層
形
成
史
の
研
究
も
同
時
に
進
行
さ
れ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
米
作
地
帯
の
み
な
ら
ず
輸
出
作
物
地
帯
の
研

究
も
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
以
上
の
問
題
設
定

を
踏
ま
え
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
廿
簾
作
地
帯
の
農
業
経

営
と
雇
用
労
働
の
存
在
形
態
の
分
析
を
目
的
と
し
て
い
る
。
同
年

代
に
は
輸
出
作
物
生
産
、
な
か
ん
ず
く
砂
糖
・
廿
廉
生
産
が
発
展

し
、
そ
の
生
産
地
帯
で
は
雇
用
労
働
カ
が
大
量
に
創
出
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
九
二
〇
年
代
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
主
要
苛
薦
作
州
は
、
中
部
・
南

部
ル
ソ
ン
諸
州
と
西
ネ
グ
ロ
ス
州
で
あ
っ
た
。
中
部
・
南
部
ル
ソ

ン
の
土
地
所
有
の
特
徴
は
、
所
有
規
模
数
千
か
ら
一
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
ぶ
大
規
模
な
農
園
（
ア
シ
エ
ン
ダ
、
罫
9
g
註
）
が
散
在

す
る
一
方
で
、
二
〇
～
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
所
有
地
が
数
多

く
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
西
ネ
グ
ロ
ス
州
の
場

合
、
一
〇
〇
～
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
農
園
が
多
数
形
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

れ
て
い
た
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、

所
有
規
模
の
地
域
的
差
異
が
経
営
形
態
の
多
様
性
に
ど
の
よ
う
に

反
映
し
た
の
か
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
。
次
い
で
、
各
地
の
雇
用

345
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労
働
カ
の
存
在
形
態
に
言
及
し
、
最
後
に
経
営
形
態
と
生
産
性
の

地
域
較
差
の
相
関
関
係
を
把
握
し
た
い
。

ニ
　
ル
ソ
ン
島
の
地
主
・
．
小
作
関
係

　
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
苛
薦
作
農
業
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
一
つ
の
画

期
を
迎
え
た
。
犬
型
設
傭
を
も
つ
製
糖
工
場
（
セ
ン
ト
ヲ
ル
、

o
①
g
轟
－
）
が
各
地
の
苛
藤
作
地
帯
で
設
立
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
小
規
模
の
廿
蕉
作
農
民
の
数
が
増
加
す
る
一

方
、
未
開
拓
の
大
規
模
農
園
が
廿
藤
作
農
園
へ
と
変
貌
し
た
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
に
苛
藤
栽
培
を
開
始
し
た
大
規
模
農
園
の
代

表
例
は
、
中
部
ル
ソ
ン
・
タ
ル
ラ
ク
州
の
ル
イ
シ
タ
農
園
（
葭
顯
．

9
竃
註
■
巨
o
ぎ
）
と
南
部
ル
ソ
ン
ニ
フ
グ
ナ
州
の
カ
ラ
ン
バ
砂

糖
農
園
（
O
巴
ρ
昌
訊
ω
轟
胃
穿
冨
叶
①
）
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
本
節

で
は
、
ル
ソ
ン
島
の
苛
薦
作
経
営
の
特
徴
を
、
大
規
模
農
園
と
中

小
所
有
地
の
場
合
に
分
け
て
考
察
す
る
。

　
ω
　
大
規
模
農
園

　
　
　
⑥
ル
イ
シ
タ
農
園
（
タ
ル
ラ
ク
州
）

　
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
時
代
末
期
一
八
八
○
年
代
半
ば
に
、
フ
ィ
リ

ビ
ン
最
大
の
タ
バ
コ
会
社
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
タ
バ
コ
会
社
（
通
称

タ
バ
カ
レ
ラ
）
（
o
o
冒
勺
里
ヨ
凹
o
o
目
①
巴
o
o
↓
蝉
げ
芭
8
叩
ρ
。
句
…
．

旦
量
m
一
↓
讐
碧
巴
①
量
）
は
、
植
民
地
政
庁
か
ら
タ
ル
ラ
ク
州
中
東
　
　
鋤

部
の
荒
蕪
地
一
万
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
払
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

を
受
け
た
。
こ
れ
が
後
の
ル
イ
シ
タ
農
園
で
あ
る
。

　
タ
バ
カ
レ
ラ
は
タ
バ
コ
栽
培
用
に
こ
の
広
大
な
土
地
を
取
得
し

た
。
し
か
し
、
タ
バ
コ
栽
培
に
は
不
向
き
で
あ
っ
た
た
め
、
二
〇
．

世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
統
治
下
に
お
い
て
も
、
農
園
は
全
く
未
開
．

拓
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
九
一
〇
年
代
初
頭
に
な
る
と
、

同
社
は
フ
ィ
リ
ビ
ン
政
府
と
灌
概
設
備
設
置
契
約
を
結
び
、
米
作

地
の
開
墾
を
進
め
た
。
と
こ
ろ
が
灌
概
用
水
に
隈
界
が
あ
り
、
二

〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
米
作
地
に
す
る
こ
と
に
は
か
な
り
の

困
難
が
伴
う
と
の
判
断
が
下
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
米
作
に
加
え
、

新
た
な
土
地
利
用
を
目
的
と
す
る
種
々
の
作
物
栽
培
の
実
験
が
試

み
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
農
園
の
土
地
が
と
く
に
苛
薦
作
付
に
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
肯
藤
作
付
は
一
九
二
一
／
二
二
作
物
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

栽
培
さ
れ
た
甘
薦
は
、
隣
州
パ
ン
バ
ン
ガ
州
デ
ル
カ
ル
メ
ン
製
糖

工
場
（
U
g
O
胃
昌
彗
O
o
巨
邑
）
で
加
工
さ
れ
た
。
廿
藤
収
穫
面

積
は
、
一
九
二
一
／
二
二
作
物
年
度
に
わ
ず
か
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
二
／
二
三
～
二
四
／
二
五
作
物
年

度
に
な
る
と
収
穫
面
積
は
二
五
〇
～
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
増
加



（3ア）　一九二○年代フィリビンの苛薦作経営と雇用労働

し
、
一
九
二
五
■
二
六
～
二
七
／
二
八
作
物
年
度
の
間
に
は
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

○
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
二
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ヘ
と
拡
大
さ
れ
た
。

さ
ら
に
一
九
二
八
年
に
タ
バ
カ
レ
ラ
の
小
会
社
と
し
て
タ
ル
ラ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

砂
糖
会
社
（
O
彗
旨
巴
＞
曽
o
弩
①
冨
ま
↓
胃
一
碧
）
が
設
立
さ
れ
、

製
糖
工
場
の
建
設
が
進
ん
だ
。
こ
う
し
て
一
九
二
八
／
二
九
作
物

年
度
に
は
、
四
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
収
穫
面
積
が
予
定
さ
れ
て

＾
7
〕

い
た
。

　
広
大
な
農
園
に
定
着
し
た
直
接
生
産
者
は
小
作
農
で
あ
っ
た
。

一
九
二
八
年
当
時
、
ル
イ
シ
タ
農
園
内
お
よ
び
近
隣
村
に
は
、
農

園
に
耕
地
を
保
有
す
る
小
作
農
と
そ
の
家
族
合
計
一
万
一
〇
〇
〇

人
が
居
住
し
て
い
た
。
こ
の
他
収
穫
期
に
は
五
〇
〇
〇
人
の
季
節

労
働
者
が
雇
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
製
糖
工
場
の
操
業
開
始
に
伴

う
苛
薦
作
付
面
稜
拡
大
後
に
は
、
小
作
農
と
そ
の
家
族
は
合
計
一

万
五
〇
〇
〇
人
、
季
節
労
働
者
数
は
八
○
O
O
人
に
増
加
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

見
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
⑤
カ
ラ
ン
パ
砂
糖
農
園
（
ラ
グ
ナ
州
）

　
一
九
二
一
年
に
ア
メ
リ
カ
の
ス
プ
レ
ッ
ケ
ル
ズ
精
製
糖
会
社

（
ぜ
冨
ぎ
尿
ω
轟
弩
射
9
邑
轟
O
o
・
）
系
資
本
は
カ
ラ
ン
バ
砂
糖

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

農
園
な
る
会
社
を
組
織
し
、
ラ
グ
ナ
州
の
梱
互
に
隣
接
す
る
三
っ

の
農
園
－
カ
ラ
ン
バ
、
ピ
ニ
ャ
ン
（
里
饒
彗
）
、
サ
ン
タ
ロ
ー
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
）

（
ω
軍
勾
o
留
）
ー
の
一
部
を
フ
ィ
リ
ビ
ン
政
府
よ
り
購
入
し
た
。

こ
の
三
農
園
は
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
政
府
が
一
九
〇
三
年
に
修
遺
会
領

地
（
巨
胃
一
彗
ρ
）
と
し
て
ド
ミ
ニ
コ
（
U
O
目
巨
8
）
会
か
ら
買
収

　
　
　
　
　
＾
n
）

し
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ラ
ン
バ
砂
糖
農
園
は
こ
の
三
農
園
の
一
部

と
そ
の
他
私
有
地
を
合
わ
せ
て
、
総
面
積
約
七
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
口
）

ル
に
及
ぶ
犬
農
園
と
な
っ
た
。

　
そ
の
後
同
農
園
で
は
製
糖
工
場
が
設
立
さ
れ
・
一
九
一
四
／
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
〕

五
作
物
年
度
か
ら
操
業
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
れ
と
並
行
し
て
廿
薦

と
コ
コ
ナ
ヅ
ツ
が
栽
培
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
九
三
〇
年
代
半
ば

ま
で
に
、
苛
蕉
作
付
面
積
四
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ

植
付
面
稜
二
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
そ
の
他
約
八
○
O
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
工
場
用
地
、
宅
地
、
遺
路
鉄
遭
用
地
に
充
て
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
4
）

農
園
内
人
口
は
八
○
○
○
人
以
上
に
達
し
て
い
た
。

　
一
九
三
〇
年
代
半
ぱ
の
農
園
の
主
要
な
直
接
生
産
者
は
小
作
農
・

で
あ
っ
た
。
苛
薦
栽
培
が
開
始
さ
れ
た
一
九
ニ
ニ
年
に
賃
労
働
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
）

が
導
入
さ
れ
た
が
、
経
営
管
理
に
失
敗
し
た
。
そ
こ
で
一
九
二
〇

年
代
初
頭
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
小
作
制
が
採
用
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。

　
農
園
は
各
小
作
農
に
対
し
三
年
契
約
（
更
新
可
能
）
で
、
六
～

一
〇
ヘ
ク
タ
i
ル
の
土
地
を
貸
与
す
る
。
小
作
農
は
こ
の
う
ち
の
．
347
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二
分
の
一
を
背
藤
作
に
充
て
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
小
作
農

の
仕
事
は
、
圃
場
整
備
（
耕
起
、
整
地
等
）
、
植
付
、
栽
培
の
農

作
業
で
あ
っ
た
。
農
作
業
に
必
要
な
経
費
の
ほ
と
ん
ど
は
小
作
農

の
負
担
で
あ
っ
た
。
耕
起
作
業
に
農
園
所
有
の
ト
ラ
ク
タ
ー
が
用

い
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
費
用
も
小
作
農
が
負
担
し
た
。

た
だ
し
、
肥
料
費
は
農
園
と
小
作
農
で
折
半
さ
れ
た
。
な
お
小
作

農
は
普
通
、
役
畜
（
水
牛
）
を
所
有
し
．
た
が
、
役
畜
を
も
た
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
）

場
合
は
農
園
か
ら
購
入
資
金
を
借
入
れ
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
同
農
園
の
小
作
農
は
金
納
小
作
農
で
も
刈
分
小
作

農
で
も
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
耕
地
は
肥
沃
度
に
よ
っ
て
四
等
級
に

分
類
さ
れ
、
苛
薦
の
最
低
収
穫
量
が
決
定
さ
れ
た
。
同
時
に
、
小

作
農
の
最
低
収
入
（
現
金
）
が
最
低
収
穫
量
を
基
準
と
し
て
等
級

化
さ
れ
た
。
そ
し
て
各
等
級
の
最
低
収
穫
量
を
上
回
っ
た
小
作
農

に
対
し
て
は
賞
与
が
付
与
さ
れ
た
。
廿
藤
の
刈
取
り
・
積
込
み
作

業
は
農
園
が
講
負
人
に
依
託
し
た
が
．
、
小
作
農
が
こ
れ
に
参
加
し

追
加
収
入
を
得
る
こ
と
も
で
き
た
。
甘
藤
の
運
搬
に
は
、
農
園
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

設
備
し
た
鉄
道
、
簡
易
軌
道
、
ト
ラ
ッ
ク
が
用
い
ら
れ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
お
け
る
カ
ラ

ン
バ
砂
糖
農
園
の
小
作
農
は
、
賃
労
働
者
的
要
素
を
付
帯
し
た
小

．
作
農
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
ω
　
中
小
所
有
地

　
一
般
に
、
二
〇
～
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中
規
模
所
有
地
や
一
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
の
比
較
的
小
規
模
の
所
有
地
に
お
け
る
甘
庶
作

経
営
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
困
難
な
作
業
で
あ
る
。
経
営

単
位
が
小
規
模
な
場
合
、
経
営
収
支
の
明
細
を
帳
簿
に
記
載
す
る

こ
と
が
珍
れ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
一
九
二
〇

年
代
半
ぱ
の
事
例
を
一
つ
挙
げ
よ
う
。

　
一
九
二
七
年
に
開
催
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ビ
ン
砂
糖
組
合
（
勺
巨
ξ
－

亘
畠
ω
奏
彗
＞
鶉
o
o
雪
一
昌
）
の
第
五
回
全
国
大
会
で
、
苛
藤
作

経
営
の
会
計
帳
簿
作
成
方
法
に
関
す
る
セ
ヅ
シ
目
ン
が
設
け
ら
れ

た
。
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
賃
労
働
制
の
大
経
営
の
事
例
と
並
ん

で
、
小
作
制
下
の
小
経
営
の
経
営
収
支
表
が
紹
介
さ
れ
た
。
後
者

は
、
南
部
ル
ソ
ン
・
バ
タ
ン
ガ
ス
州
の
一
地
主
が
約
＝
二
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
苛
薦
作
地
を
五
人
の
小
作
農
に
貸
与
し
た
事
例
（
一
九
二

六
／
二
七
作
物
年
度
）
で
あ
っ
た
。

　
第
－
表
は
、
同
事
例
に
即
し
て
、
地
主
が
契
約
を
結
ん
だ
五
人

の
小
作
農
の
経
営
規
模
・
経
営
収
支
等
を
一
つ
の
表
に
掲
げ
た
も

の
で
あ
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
彼
ら
の
主
要
な
農
業
収
入
源
は
苛

簾
栽
培
で
あ
っ
た
が
、
苛
簾
以
外
の
作
物
も
生
産
し
て
い
た
。
小

作
農
は
そ
れ
ぞ
れ
一
頭
の
水
牛
を
所
有
し
、
苛
藤
作
付
面
稜
は
、
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第1表パダンガス州廿簾作小作農5人の経営状況（1926／27作物年度）

A．苛薦作経営規模
　作付面積（ha。）
　水　牛　頭　数
　肥料投入量（k＆）
　砂糖生産量（ビクル）ω
B。甘藤作経営収支（ペソ）
　粗収入（砂糖取得分）ω
　支出（経営負担分）㈹

／1荒篶篶
　　／

　　肥　　料　　費×差
　　トラクター燃料費X麦
　純収入（粗収入一支出）
C．その他農業収入（ペソ）

D．対地主負債（ペソ）
　1925／26作物年度からの繰越

　1926／27作物年度の新期借入ω

M．M．

2．2

1
257

88．40

258．尋5

124．08

99．33

c．o，　　D．A，　　J．D．　c．M

2．6

1
264

90．40

2．8

1
304

157．26

2．7

1
182

112．02

264．19　　　459．59　　　327．38

96．59　　　191．05　　　113．91

72．83　　　153．20　　　95．73

2．3

1
316

109．60

320．31

140．10

90．87

（1：1：1（鴛1簑（；：1：：（：：1：：（：：1：1

24．75

134．27

103．00

23．76

167．60

80．59

37．85

268．54

157．40

一　　　　191．53　　　497．89

77．75　　　113．03　　　　52．68

18．18

213．47

63．60

28．44

20．79

180．21

45．20

　＿　　237．08

111．10　　　　89，20

（出所）　肋ω切！皿ω6π加三〇丑1皿∫or㎜‘∫d‘！伽0o㎜“あμ閉g〃冗肋0o蜆也oπω6冊λ机”蜆！d邊三岨

　肋棚2が皿‘8仙螂”五且岨oo‘α壬ω皿、M舳i1畠I1927，pp．224－230．およぴ付表より作成。

（注）　ω　各経営で戴培された廿藤を原料とLて生産された砂糖（粗糖）量。1ピクル＝63．25kg

　　岨1砂糖生産還xV2（残りV！は製概工場の取褐分）X1企（残州2は地主の取得分）X11．69ペソ

　　旧1XV！とある項目は，残O　V2を地主が負担するもの。

　　ω　経営費前借は含まれていない。

そ
れ
ぞ
れ
一
・
五
～
二
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
あ
っ
た
。

　
五
人
の
小
作
農
の
経
営
収
支
を
み
る
と
、

彼
ら
は
廿
薦
栽
培
か
ら
得
た
粗
収
入
を
地

主
と
折
半
す
る
、
刈
分
小
作
農
（
一
轟
窒
昌
映
）

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
小
作
農
は
経

営
費
の
う
ち
、
刈
取
り
・
積
込
み
費
、
肥

料
費
、
ト
ラ
ク
タ
ー
燃
料
費
を
地
主
と
折

半
し
た
。
し
か
し
、
種
苗
準
備
や
植
付
作

業
を
行
な
う
雇
用
労
働
の
賃
金
は
小
作
農

が
全
額
負
担
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
廿

燕
は
地
主
と
製
糖
工
場
と
の
契
約
に
基
づ

い
て
加
工
さ
れ
、
生
産
さ
れ
た
砂
糖
は
両

者
間
で
一
定
比
率
で
分
配
さ
れ
た
（
製
糖

契
約
に
つ
い
て
は
後
述
）
。
し
た
、
が
っ
て

小
作
農
が
廿
藤
栽
培
か
ら
得
る
純
収
入
は
、

地
主
が
売
却
し
た
砂
糖
の
価
椿
の
半
分
か

ら
彼
ら
の
経
営
費
負
担
分
を
差
し
引
い
た

額
に
相
当
す
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
五
人

の
小
作
農
の
純
収
入
は
一
人
当
り
二
二
〇
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～
二
七
〇
ペ
ソ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
小
作
農
は
地
主
に
対
し
負

償
を
負
っ
て
い
た
。
負
償
は
年
々
累
積
し
、
そ
の
額
が
純
収
入
を

凌
駕
す
る
こ
と
も
珍
れ
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
借
金
返
済

の
繰
り
延
ぺ
、
も
し
く
は
新
た
に
借
金
を
せ
ず
に
は
生
計
が
立
た

な
い
小
作
農
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
小
作
農
に
よ
る
廿
薦
作

経
営
に
お
い
て
も
、
や
は
り
雇
用
労
働
が
必
要
と
さ
れ
た
点
で
あ

る
。
耕
起
作
業
に
ト
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
た
小
作
農
は
五
人
の
う
ち

一
人
だ
け
で
あ
り
、
圃
場
整
備
は
小
作
農
自
身
が
水
牛
を
用
い
て

行
な
う
場
合
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
種
苗

準
備
は
女
子
、
植
付
は
児
童
が
行
な
っ
た
。
そ
し
て
刈
取
り
・
積

込
み
作
業
は
、
ほ
と
ん
ど
雇
用
労
働
に
依
存
し
て
い
た
。
か
く
し

壼
）て

、
雇
用
労
働
費
は
、
各
小
作
農
一
人
当
り
の
経
営
費
負
担
分
約

一
〇
〇
～
二
〇
〇
ペ
ソ
の
う
ち
の
七
～
八
割
を
占
め
た
の
で
あ
る
。

　
副
　
ま
と
め

　
以
上
本
節
で
は
、
中
部
・
・
南
部
ル
ソ
ン
の
大
規
模
農
園
と
中
小

所
有
地
の
経
営
形
態
に
関
し
三
つ
の
事
例
を
提
示
し
た
。
こ
う
し

た
三
つ
の
事
例
は
、
当
時
の
中
部
・
南
部
ル
ソ
ン
の
苛
蕪
作
経
営

を
ど
の
程
度
代
表
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
二
〇
年
代
半

ぱ
の
ル
ソ
ン
島
の
糖
業
労
働
カ
に
関
す
る
調
査
を
い
く
つ
か
つ
き

合
わ
せ
る
と
、
地
主
・
小
作
関
係
の
特
徴
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ル
ソ
ン
島
の
苛
薦
作
地
帯
で
は
多
く
の
場
合
・
地
主
や
借
地
人

は
数
人
の
小
作
農
と
苛
蕉
栽
培
契
約
を
結
ん
だ
。
小
作
農
は
普
通
、

農
具
と
役
畜
を
所
有
し
た
。
他
方
、
地
主
は
種
苗
を
提
供
し
、
農

具
や
役
畜
を
小
作
農
が
も
た
な
い
場
合
は
、
麟
入
資
金
を
前
貸
し

た
。
ま
た
生
活
費
が
小
作
農
に
対
し
前
払
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

小
作
農
が
担
当
す
る
主
な
仕
事
は
、
圃
場
整
備
や
植
付
作
業
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

っ
た
が
、
彼
ら
は
収
穫
作
業
に
も
参
加
し
た
。
こ
う
し
て
小
作
農

は
、
地
主
が
製
糖
工
場
か
ら
取
得
し
た
砂
糖
の
う
ち
四
〇
～
五
〇

　
　
　
　
＾
2
0
）

％
を
取
得
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
工
場
直
営
農
園
等
の
大
規
模
農
園
で
は
、
賃
労

働
制
の
要
素
を
付
帯
し
た
小
作
制
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
同
方
式

下
で
は
、
地
主
（
工
場
）
が
経
営
費
の
う
ち
、
刈
取
り
・
積
込

み
・
運
搬
費
を
負
担
し
た
。
農
耕
作
業
費
は
小
作
農
が
負
担
し
た

が
、
地
主
に
よ
る
前
貸
制
度
が
あ
っ
た
。
小
作
農
の
取
得
分
は
苛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
）

庶
一
ト
ン
当
り
の
価
格
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
他
、
米
作
地
を
保
有
し
、
副
業
と
し
て
甘
薦
作
農
業
を
営

む
小
作
農
の
存
在
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
小
作
農
は

経
営
費
－
種
苗
費
、
肥
料
費
、
建
物
・
農
具
維
持
費
－
の
一
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部
を
負
担
し
た
。
彼
が
役
畜
や
農
呉
を
も
た
な
い
時
に
は
、
地
主

か
ら
有
償
提
供
を
受
け
た
。
と
こ
ろ
が
小
作
農
の
報
酬
は
、
週
、
こ

と
に
賃
金
（
日
給
O
・
六
ペ
ソ
）
で
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
収
穫
後

に
は
、
彼
の
耕
地
で
収
穫
さ
れ
た
苛
藤
か
ら
生
産
さ
れ
た
砂
糖
一

ピ
ク
ル
（
官
o
具
六
三
二
一
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
対
し
一
ペ
ソ
を

　
　
　
　
＾
2
2
〕

得
た
と
い
う
。

　
以
上
の
糖
業
労
働
カ
調
査
の
ま
と
め
と
前
掲
三
つ
の
個
別
的
考

察
か
ら
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
部
・
南
部
ル
ソ
ン
の
小
作
農
の
全

般
的
特
徴
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
廿
薦
作
を
専

業
と
す
る
小
作
農
に
限
っ
た
場
合
、
大
規
模
農
園
で
賃
労
働
者
的

色
彩
を
付
帯
す
る
層
が
出
現
し
て
い
た
が
、
中
小
所
有
地
で
は
刈

分
小
作
農
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
一
一
ネ
グ
ロ
ス
島
の
地
主
直
営

　
ル
ソ
ン
島
と
異
な
り
、
ネ
グ
ロ
ス
島
で
は
、
一
九
世
紀
後
半
以

来
一
〇
〇
～
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
農
園
が
苛
薦
作
農
業
の

主
カ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
農
園
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
小
規
模
な
製
糖
所
を
も
ち
、
苛
藤
栽
培
の
み
な
ら
ず
、
製
糖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
）

作
業
を
も
行
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇

年
代
に
か
け
て
製
糖
工
場
が
設
立
さ
れ
た
結
果
、
農
園
で
の
製
糖

作
葉
は
停
止
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
ま
ず
一
九

二
〇
年
代
に
お
け
る
製
糖
工
場
と
農
園
と
の
関
係
を
考
察
し
、
次

い
で
農
園
経
営
の
特
徴
を
把
握
し
た
い
。

　
ω
　
製
糖
工
場
と
の
関
係

　
製
糖
工
場
設
立
決
定
後
に
工
場
側
が
行
な
っ
た
こ
と
は
、
工
場

所
在
地
近
辺
の
地
主
や
借
地
人
と
製
糖
契
約
を
結
ぷ
こ
と
で
あ
っ

た
。
ネ
グ
ロ
ス
島
の
工
場
は
、
砂
糖
の
原
料
と
な
る
苛
薦
の
供
給

を
ほ
と
ん
ど
周
辺
の
苛
薦
農
園
に
依
存
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
製
糖
契
約
は
二
〇
～
三
〇
年
を
契
約
期
間
と
す

る
も
の
で
、
そ
の
主
要
な
内
容
は
「
分
糖
法
」
（
争
彗
ぎ
O
司
ω
壱
訂
目
）

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
生
産
さ
れ
た
砂
糖
を
プ
ラ
ン
タ
ー
（
亘
竃
冨
’

地
主
や
借
地
人
）
は
甘
藤
栽
培
費
と
し
て
、
製
糖
工
場
は
製
糖
費

と
し
て
一
定
の
比
率
（
プ
ラ
ン
タ
ー
五
〇
～
五
五
％
、
工
場
四
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
4
）

～
五
〇
％
）
で
分
配
す
る
方
式
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
リ
ビ
ン
で
は
、

製
糖
工
場
が
ブ
ラ
ン
タ
ー
か
ら
苛
藤
を
ト
ン
当
り
で
買
付
け
る
方

式
は
定
着
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
分
糖
法
の
導
入
に
よ
っ
て
・

地
主
や
借
地
人
は
従
来
通
り
砂
糖
の
販
売
権
を
保
持
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
分
糖
法
は
工
場
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
対
す

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
他
、

工
場
は
、
生
産
融
資
（
o
8
勺
一
〇
彗
）
や
肥
料
を
も
プ
ラ
ン
タ
ー
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に
供
与
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
ネ
グ
ロ
ス
島
西
海
崖
北
部
に
位
置
す
る
ハ
ワ
イ
ア

．
ン
・
フ
ィ
リ
ビ
ン
社
（
＝
串
妻
邑
彗
由
；
甘
且
畠
O
o
．
）
の
製
糖
工

場
を
例
に
し
よ
う
。
同
社
は
一
九
一
八
年
に
発
足
し
、
一
九
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
）

／
二
一
作
物
年
度
か
ら
工
場
の
操
業
を
開
始
し
た
。
プ
ラ
ン
タ
i

と
結
ん
だ
製
糖
契
約
は
、
契
約
期
間
三
〇
年
、
分
糖
率
は
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
6
）

タ
ー
が
五
五
％
、
工
場
が
四
五
％
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
タ
ー
数
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
〕

一
九
二
一
／
二
二
作
物
年
度
に
＝
一
〇
人
に
達
し
て
い
た
。
翌
一

九
ニ
ニ
／
二
三
作
物
年
度
の
製
糖
契
約
状
況
を
み
る
と
、
同
社

が
当
初
廿
薦
供
給
地
に
予
定
し
た
シ
ラ
イ
（
望
｛
）
、
サ
ラ
ビ
ア

（
ω
彗
竃
ポ
）
両
町
の
総
農
場
面
稜
は
一
万
六
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
万
五
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
す
で
に

製
糖
契
約
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
な
か
に
は
、

荒
蕪
地
等
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
、
製
糖
契
約
下
の
苛
庶
作
農
地

は
九
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
非
製
糖
契

約
下
の
苛
藤
作
農
地
は
、
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
（
実
際
に
廿
藤
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
は
、
廿
藤

　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
）

作
農
地
面
積
の
約
五
割
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
工
場
か
ら
生
産
融
資
の
供
与
を
受
け
た
プ
ラ
ン
タ

ー
は
ど
の
程
度
の
比
率
を
占
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
2
表
は
、

第2表 ハワイアン・フィリヒ．ン製糖工場の生産融資機関別

プランター数・収稜面檀（1924／25〕38■39作物年度）

製糖工場による融資ω 製糖工場以外の機関に
よる融資

合 計

作物年度
プラン 収穫面積 プラン 収稜繭檀 プラン 収穫面積
ター数 （ha．）ω（％） ター数 （ha．）（％） ター数 （ha一）

1924／25 n■a．
1，g12（27．9）

n．a．
4，946（ア2－1）

n．a． 6，858

1926■2ア n，a． 3，043（41．O） n，a．
4，383（59．O）

n．a． 7，426

・1928／29 n．a． n．a． n．a． n．a． n．a． n．a．

1930／31 80 4，630（55．9） 71 3，657（44．1） 151 8，287

1932／33 80 4，950（56．9） 68 3，742（43．1） 148 8，692

1934■35 75 2，381（44．6） 124 2，960（55．4） 199 5，340

1936■37 6 443（5．6） 193 7，510（94－4） 199 7，953

1938■39 3 143（2．0） 196 6，912（98－0） 199 7，055

（出所）

　（注）

亘乱w且iian－PhHippi】1e　Co、年次報舎暫各年より作成。

ω　1930■31．32■33，糾／35作物年度について1芋，製糖工楊直営農場を含む。直営農場政は2

　－3，収種面積は合計120－230ヘクタールであoた。
屹1小数点以下四捨五入。
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（43）一九二○年代フィリピンの苛薦作経営と雇用労働

第3表 ハワイアン・フィリビン製糖工場のプランター向け
短期融資額（1929／30山38／39作物年度）

作物年度
生産融資（利子を除く）　（1000ペソ，％） 肥料（石灰を合む）（無利子）

金　　額　　重　　量（1000ペソ，％）（メートル・トン） 合 計
（1000ベソ）

1929／30 405（49．O） 422（51．0） 3，480 827

1930■31 595（57．5） 439（42．5） 3I692 1，034

1932／33 488（61．5） 306（38．5） 3．865 ク94

1934■35 213（43．5） 2ア7（56．5） 4，114 490

ユ936■37 64（18－8） 2η（81．2） 3，089 341

1938■39 15（5－9） 238（94．1） 2，887 253

（出所〕 第書表に同じ。

融
資
機
関
別
に
よ

る
プ
ラ
ン
タ
ー
数

と
収
穫
面
積
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

同
表
か
ら
明
ら
か

な
よ
・
つ
に
、
　
ハ
ワ

イ
ア
ン
・
フ
イ
リ

ピ
ン
エ
場
の
融
資

が
重
要
性
を
も
っ

て
い
た
の
は
、
一

九
二
〇
年
代
後
半

か
ら
三
〇
年
代
前

半
ま
で
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
に
同
工

場
の
融
資
比
率
は

四
〇
～
六
〇
％
を

占
め
た
。
し
か
し
、

三
〇
年
代
後
半
に

融
資
比
率
は
激
減

し
、
一
〇
％
を
大

き
く
割
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
二
〇
年
代
半
ぱ
ま
で
主

な
融
資
機
関
は
地
方
商
人
や
金
融
業
者
で
あ
っ
た
が
、
三
〇
年

代
後
半
に
は
フ
ィ
リ
ビ
ン
国
立
銀
行
（
勺
…
号
旦
罵
オ
き
昌
竺

田
彗
打
勺
オ
田
）
が
ほ
ぼ
専
一
的
な
融
資
機
関
と
な
っ
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
醐
〕

示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
製
糖
会
社
の
生
産

融
資
の
役
割
は
小
さ
く
な
る
が
、
依
然
と
し
て
肥
料
の
無
利
子
貸

与
は
重
要
で
あ
っ
た
。
第
3
表
は
、
ハ
ワ
イ
ァ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

エ
場
の
プ
ラ
ン
タ
ー
向
け
短
期
融
資
額
を
生
産
融
資
と
肥
料
貸
与

と
に
分
け
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
に
よ
る
と
、
一
九
二
九

／
三
〇
～
三
八
／
三
九
作
物
年
度
に
生
産
融
資
額
は
約
四
一
万
ペ

ソ
か
ら
一
万
五
〇
〇
〇
ペ
ソ
ヘ
と
激
減
し
た
が
、
肥
料
貸
与
額
は

約
四
二
万
ペ
ソ
か
ら
二
四
万
ペ
ソ
ヘ
と
半
滅
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。　

か
く
し
て
製
糖
工
場
が
本
格
的
生
産
を
開
始
し
た
一
九
二
〇
年

代
に
は
、
地
主
や
借
地
人
は
製
糖
契
約
を
通
じ
て
の
み
ぱ
か
り
か
、

生
産
融
資
や
肥
料
貸
与
に
よ
っ
て
、
工
場
か
ら
苛
薦
作
に
対
す
る

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
倒
　
農
業
経
営
の
特
質

　
ネ
グ
回
ス
島
の
甘
簾
作
農
園
で
は
一
九
世
紀
末
葉
に
、
屠
住
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一橋論叢 第91巻 第3号（44）

第4表　西ネグ回ス州7農園平均
　　　のヘクタール当り経営費
　　　（1924／25作物年度）

　　　（平均作付面積132．24ha，砂
　　　糖生産量1万4504ビクル）

項　目1

雇用労働費
　管理・監督
　圃場整備・
　植付・載培・

　灌概・排水等

　収　　　穫

　役畜世誘
　建物・農具修理

肥　　料　　費

滅価償却費’
地　　　　　代

利　　　　子
そ　　の　　他

合　　　討

ヘクタール当り経営費
　　（ペソ，％）

　　264－26（63，5）

　　66．82（16．1）

89．20（21，4）

87．16（20．9）

10．80（2－6）

10．28（2－5）

71．48（17・2）

20．28（4．9）

14．04（3，4）

25．33（6．1）

20．74（5．0）

416．13（100．0）

（出所）　C趾1os　L，Lo05in，“Gmph　f0f　Esti一

　皿旦ti口g　C乱ne　Costs，”Fω施”冊d8毛阯

　伽““肋o〃肌百肋伽”が閉肋g〃
　1刑伽榊，M肋i1乱，S㎎肚N・w・P・・朋・
　1928I　To1〕le　Aより作成・

（注）‡役畜と圃定敵腕。

（
常
雇
）
労
働
者
（
旨
冒
彗
目
）
と
そ
の
家
族
が
圃
場
整
備
．
植
付
．

栽
培
作
業
に
従
事
し
、
収
穫
作
業
は
隣
島
パ
ナ
イ
島
や
セ
ブ
島
出

身
の
出
穫
ぎ
労
働
者
（
轟
s
註
）
が
行
な
う
経
営
方
式
が
確
立
き

れ
た
。
一
八
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
数
台
を
蒸
気
耕
転
機
が
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
〕

さ
れ
て
い
た
が
、
作
業
の
大
半
は
畜
カ
と
人
カ
に
依
存
し
て
い
た
。

第
一
次
大
戦
中
も
し
く
は
大
戦
後
に
な
る
と
、
新
た
に
耕
起
作
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蛆
）

用
に
ト
ラ
ク
タ
ー
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一

九
世
紀
末
葉
以
来
の
農
園
の
経
営
方
式
は
、
大
戦
後
一
九
二
〇
年

代
に
根
本
的
に
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
項
で
は
、
西
ネ
グ
ロ

ス
州
の
七
農
園
を
事
例
と
し
て
、
経
営
費
内

訳
を
検
討
し
、
そ
の
手
が
か
り
を
探
る
こ
と

に
す
る
。

　
第
4
表
は
、
西
ネ
グ
ロ
ス
州
北
都
三
町

ー
シ
ラ
イ
、
ピ
ク
ト
リ
ア
ス
（
く
ざ
ざ
ユ
葛
）
、

マ
ナ
プ
ラ
（
旨
竃
名
5
）
－
に
位
置
す
る

七
農
園
平
均
の
一
九
二
四
■
二
五
作
物
年
度

の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
項
目
別
経
営
費
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
同
七
農
園
の
作
付
面
横
は

約
六
〇
～
二
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
均
二
二

ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
平
均
砂
糖
生
産

量
（
各
農
園
の
苛
薦
か
ら
栽
培
さ
れ
た
砂
糖
量
）
は
一
万
四
五
〇

〇
ビ
ク
ル
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
砂
糖
生
産
量
は
一
一
〇
ビ
ク
ル
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
時
の
西
ネ
グ
ロ
ス
州
に
お
け
る
平
均
的
農

園
の
作
付
面
積
・
生
産
量
と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
り
の
項
目
別
経
営
費
を
み
る
ム
、
総
額
は
四
ニ
ハ
ペ
ソ

で
そ
の
う
ち
の
六
四
％
が
賃
金
、
一
七
％
が
肥
料
で
あ
ウ
た
。
こ

れ
に
対
し
、
役
畜
・
固
定
設
備
の
滅
価
償
却
費
は
五
％
に
と
ど
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

　
経
営
費
の
過
半
を
占
め
た
賃
金
支
出
の
細
目
を
み
る
と
、
管
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（45）　一九二〇年代フィリヒーンの廿藤作経営と雇用労働

第5表西ネグロス州7農園の経営規模とヘクタール当り
　　　滅価償却費（1924／25作物年度）

　　　　　農園名
項　目

作付面積（ha）
砂糖生産量（ビクル）

減価償却費（ペソ）

｛役　　畜

固定設傭

A

106．88

15．502

29．47

n．a

n．a

173．97

19．156

20，12

5．75

14．37

112．40

13．691

18．ア6

18．76

142．10

15．314

2，92

2．92

E

211．28

20195

13．00

11，83

　1．17

116，O0

11．586

46．09

i0．η

35．32

（出所）　第4表に同じ。

G

63，05

5．485

24．05

21，46

2．59

理
・
監
督
に
ニ
ハ
％
、
圃

場
整
備
・
植
付
・
栽
培
・

灌
概
・
排
水
作
業
と
収
穫

作
業
に
そ
れ
ぞ
れ
二
一
％
、

役
畜
の
世
話
と
建
物
・
農

具
修
理
に
そ
れ
ぞ
れ
三
％

が
支
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ

う
に
賃
金
支
出
を
基
準
と

す
る
隈
り
、
一
般
に
居
住

労
働
者
と
そ
の
家
族
が
行

な
う
農
耕
作
業
と
出
稼
ぎ

労
働
者
が
担
当
す
る
収
穫

労
働
は
ほ
ぽ
同
一
の
比

重
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ

る
o

　
つ
ぎ
に
役
畜
と
固
定
設

備
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
減

価
償
却
費
を
農
園
別
に
示

し
た
の
が
、
第
5
表
で
あ

る
。
同
表
か
ら
、
農
園
に

よ
っ
て
役
畜
と
固
定
設
傭
の
比
重
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
わ
か

る
。
役
畜
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
減
価
償
却
費
が
一
〇
ベ
ソ
を
超
え

た
農
園
は
四
つ
で
あ
っ
た
が
、
固
定
設
備
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
減

価
償
却
費
が
一
〇
ベ
ソ
を
超
え
た
の
は
二
農
園
に
す
ぎ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
役
畜
を
除
く
固
定
資
産
（
建
物
、

ト
ラ
ク
タ
ー
、
農
具
、
荷
車
、
ポ
ン
プ
等
）
に
対
す
る
投
資
が
多

く
の
場
合
、
隈
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
経
営
分
析
を
一
般
化
す
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
の
西
ネ

グ
ロ
ス
州
の
農
園
で
は
、
耕
起
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が
導
入
さ
れ
て
い

た
も
の
の
、
農
作
業
の
機
械
化
は
十
分
進
展
せ
ず
、
人
カ
・
畜
カ

に
依
存
し
た
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、

こ
う
し
た
経
営
形
態
が
維
持
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
大
量
の
低
賃

金
労
働
の
存
在
が
大
型
農
業
機
械
の
購
入
を
か
え
っ
て
非
合
理
的

な
も
の
に
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
次
節
で
は
、
こ
の
点
を

踏
ま
え
て
、
ル
ソ
ン
島
と
ネ
グ
ロ
ス
島
の
苛
蕉
作
労
働
者
の
雇
用

形
態
を
賃
金
水
準
と
考
察
す
る
。

四
　
農
村
労
働
者
層
の
存
在
形
態

　
約
一
年
間
で
一
つ
の
周
期
を
完
了
す
る
廿
簾
作
農
業
は
、
大
き

く
分
け
て
四
つ
の
作
業
－
圃
場
整
備
（
耕
地
、
整
地
、
畝
作
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り
）
、
植
付
（
種
苗
準
備
、
植
付
）
、
栽
培
（
施
肥
、
除
草
、
灌
概
、

排
水
）
、
収
穫
（
刈
取
り
、
積
込
み
）
1
か
ら
成
る
。
一
九
二

〇
年
代
の
ル
ソ
ン
、
ネ
グ
ロ
ス
両
島
の
犬
よ
そ
の
作
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
圃
場
整
備
期
間
が
七
～
二
一
月
、
植
付
期
間
が
一
一
～

三
月
・
栽
培
期
間
が
二
一
～
六
月
、
収
穫
期
附
が
一
〇
～
四
月
で

　
＾
㏄
）

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
作
業
，
こ
と
に
労
働
者
の
雇
用
形
態
や
賃
金

水
準
が
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ω
　
雇
用
形
態

　
ル
ソ
ン
島
で
は
前
述
の
よ
う
に
、
経
営
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、

小
作
農
が
主
要
な
直
接
生
産
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
雇
用
労
働

の
存
在
も
確
認
さ
れ
た
。
農
業
労
働
者
に
、
は
、
植
付
作
業
を
行
な

う
女
子
や
児
童
と
収
穫
作
業
に
従
事
す
る
男
子
が
い
た
。
女
子
や

児
童
は
小
作
農
に
よ
つ
て
彼
の
居
住
村
や
近
隣
諸
村
か
ら
集
。
め
ら

れ
た
が
、
収
穫
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
一
般
に
地
主
や
そ
の

代
理
人
が
手
配
し
た
の
で
あ
る
。

　
中
部
・
南
部
ル
ソ
ン
の
男
子
季
節
労
働
者
の
多
く
は
、
北
部
ル

ソ
ン
（
パ
ン
ガ
シ
ナ
ン
、
ラ
ウ
ニ
オ
ン
、
南
北
イ
ロ
コ
ス
諸
州
）

か
ら
募
集
さ
れ
る
出
稼
ぎ
労
働
者
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
バ
ン
バ

ン
ガ
州
や
ラ
グ
ナ
州
で
は
州
内
の
労
働
移
動
が
か
な
り
活
発
で
あ

り
・
収
穫
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
一
都
が
州
内
で
集
め
ら
れ

た
。
労
働
者
が
他
州
か
ら
募
築
さ
れ
る
場
合
、
地
主
が
直
接
に
募

集
人
を
派
遣
す
る
ケ
ー
ス
と
、
専
門
の
労
働
者
募
集
人
に
依
託
す

る
ケ
ー
ス
と
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
労
働
者
に
対
し
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鎚
）

通
費
や
生
活
費
に
充
て
る
た
め
の
前
貸
金
が
渡
さ
れ
た
。

　
他
方
、
ネ
グ
ロ
ス
島
の
地
主
直
営
農
園
で
は
、
居
住
労
働
者
が

耕
起
・
整
地
・
灌
概
・
排
水
等
の
作
業
を
行
な
い
、
そ
の
息
子
が

除
草
や
役
畜
の
世
話
を
し
た
。
そ
し
て
労
働
者
の
妻
や
娘
は
種
苗

準
備
・
植
付
を
担
当
し
た
。
こ
の
他
、
収
穫
期
に
な
る
と
、
ネ
グ

ロ
ス
島
内
か
ら
季
節
労
働
者
が
集
め
ち
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
数

は
ご
く
限
定
的
で
、
収
穫
労
働
の
大
部
分
は
、
隣
島
バ
ナ
イ
島
イ

ロ
イ
ロ
州
や
ア
ン
テ
ィ
ケ
州
も
し
く
は
セ
ブ
島
か
ら
の
出
稼
ぎ
労

働
者
が
行
な
っ
た
。
彼
ら
の
募
集
は
、
農
園
の
管
理
人
が
担
当
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
農
園
で
は
尊
門
の
労
働
者

募
集
人
（
8
目
言
註
蜆
冨
）
に
依
託
し
た
。
彼
は
、
農
園
に
お
け
る

出
稼
ぎ
労
働
者
の
作
業
分
担
に
も
関
与
し
、
収
穫
作
業
を
請
負
う

場
合
が
多
か
っ
た
。
出
稼
ぎ
労
働
者
に
は
、
募
集
人
を
介
し
て
、

一
人
当
り
二
〇
土
二
〇
ペ
ソ
の
前
貸
金
（
葭
箏
饒
。
号
。
）
が
与
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
彗

れ
た
が
、
収
穫
期
半
ぱ
で
逃
散
す
る
者
が
続
出
し
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
に
一
九
二
〇
年
代
の
ル
ソ
ン
、
ネ
グ
ロ
ス
両
島
の
苛

薦
作
経
営
に
お
け
る
雇
用
労
働
力
に
は
、
居
住
（
常
雇
）
労
働
者
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第6表苛藤作労働者の賃金水準（一目当り）（1920年代中葉）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　ペソ

州 別
男 子

最高　平均
女 子

最低
児

最高　平均
童

最低 最高 平均 最低

ル　ソ　ン　島

タ　ル　ラ　ク 1，10　0．83 0．60 0，65　0．54 0．45 1．00 O．4ア 0．30

バンパンガ 1，65　1．02 O．75 1，25　0．74 0．4ア 1．25 0．60 0．40

ラ　　グ　　ナ 2，00　1．19 0．70 1，40　0．78 O．50 1．25 O．61 0．25

ネグロス島
西ネグロス 1，10　0，78 0．45 O．70　0．51 O．32 0，62 0．41 O．22

東ネグロス 1，00　0．57 O，27 0，65　0．39 0，22 0．65 0．28 O．17

(~B~f) Yves M. Henry. Condstions techniques 
aux Philippines. Hanoi, 1928, pp. 65, 68. 

et financi~res de la Production du sucre 

と
季
節
（
臨
時

雇
）
労
働
者
1

I
屠
住
労
働
者

の
家
族
、
近
隣

諸
村
か
ら
募
集

さ
れ
る
者
、
そ

し
て
他
州
か
ら

の
出
稼
ぎ
労
働

者
1
が
存
在

し
た
の
で
あ
る
。

　
②
　
賃
金
水

　
　
準

　
こ
こ
で
農
業

労
働
者
の
賃
金

水
準
を
地
域
別
、

性
別
、
業
種
別

に
考
察
す
る
。

第
6
表
は
、
一

九
二
〇
年
代
半

ぱ
の
苛
藤
作
労

働
者
の
賃
金
水
準
を
示
し
て
い
る
。

　
同
表
に
よ
る
と
、
ル
ソ
ン
島
三
州
の
一
日
当
り
賃
金
は
男
子
平

均
一
ベ
ソ
、
女
子
平
均
○
・
七
ペ
ソ
、
児
童
平
均
○
・
六
ペ
ソ
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
男
子
賃
金
は
○
・
六
～
ニ
ペ
ソ
、
女
子
の
場

合
、
○
．
五
～
一
・
四
ペ
ソ
、
児
童
の
場
合
、
○
・
三
～
一
・
三

ペ
ソ
の
開
き
が
あ
っ
た
。
他
方
、
ネ
グ
ロ
ス
島
二
州
の
一
日
当
り

賃
金
は
、
男
子
平
均
○
・
七
ペ
ソ
、
女
子
平
均
○
・
五
ペ
ソ
、
児

童
平
均
○
．
三
ペ
ソ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
男
子
の
賃
金
は
O
・

三
～
一
．
一
ペ
ソ
、
女
子
の
場
合
、
○
二
一
～
O
・
七
ペ
ソ
、
児

童
の
場
合
、
○
・
二
～
O
・
七
ペ
ソ
の
較
差
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
一
に
、
賃
金
は
一
般
に
ル
ソ
ン
島
の
方

が
ネ
グ
ロ
ス
島
よ
り
も
高
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

苛
蕨
作
地
帯
が
稲
作
地
帯
と
並
存
し
て
い
た
ル
ソ
ン
島
で
、
苛
薦

作
に
特
化
し
た
ネ
グ
ロ
ス
島
よ
り
賃
金
が
高
騰
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
と
同
時
に
、
ル
ソ
ン
島
で
は
稲
作
地
帯
の
存
在
が
、
賃
労
働

雇
用
を
基
調
と
す
る
経
営
の
創
出
に
対
す
る
抑
止
要
因
と
な
っ
て

い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
第
二
に
は
、
男
子
賃
金
と
女
子
・
児
童
賃
金
の
較
差
が
大
き
い

こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高
賃
金
と
最
低
賃
金
に
大
き
な

較
差
が
あ
っ
た
こ
と
。
こ
れ
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
重
要
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な
要
因
は
、
①
職
種
別
賃
金
較
差
と
②
賃
金
形
態
の
多
様
性
で
あ

る
。
職
種
別
賃
金
の
事
例
は
、
ル
ソ
ン
島
ラ
グ
ナ
州
と
バ
ン
バ
ン

ガ
州
に
つ
い
て
得
ら
れ
る
。
同
二
州
で
は
、
圃
場
整
備
や
栽
培
を

行
な
う
労
働
者
の
賃
金
は
一
日
当
り
一
～
一
・
二
ペ
ソ
、
植
付
、

刈
取
り
を
行
な
う
場
合
、
一
日
当
り
O
・
八
～
一
ペ
ソ
、
そ
し
て
、

横
込
み
作
業
に
対
し
て
は
一
日
当
り
○
・
三
～
一
ペ
ソ
の
賃
金
が

　
　
　
＾
那
）

支
払
わ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
賃
金
形
態
の
多
様
性
に
関
し
若
千
述
べ
よ
う
。
苛
薦
作

労
働
者
の
賃
金
形
態
に
は
日
給
と
出
来
高
給
と
が
あ
り
、
と
く
に
、

季
．
節
労
働
者
が
行
な
う
植
付
・
刈
取
り
・
稜
込
み
作
業
等
で
は
、

出
来
高
給
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ぱ
、
ネ
グ
ロ
ス
島
の
事

例
調
査
に
よ
る
と
、
耕
起
・
整
地
・
灌
概
．
排
水
作
業
を
行
な
う

居
住
労
働
者
に
対
し
て
は
週
当
り
二
・
五
ペ
ソ
と
七
キ
ロ
の
米
が

支
給
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
除
草
や
役
畜
の
世
話
を
行
な
う
少
年
に

は
、
週
当
り
一
㌧
五
ペ
ソ
と
七
キ
ロ
の
米
が
支
給
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
場
合
、
日
給
賃
金
が
現
物
（
米
）
と
現
金
と
で
支
給
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
成
人
女
子
や
少
女
が
行
な
う
種
苗
準
備
に

対
し
て
は
、
一
万
本
に
つ
き
○
・
五
ペ
ソ
、
同
数
の
植
付
に
対
し
二

ペ
ソ
の
出
来
高
給
が
支
払
わ
れ
た
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
労
働
者
が
行

な
う
刈
取
り
・
積
込
み
作
業
に
は
苛
藤
一
ト
ン
に
つ
き
一
．
五
ぺ

ソ
、
種
苗
切
断
に
は
一
万
本
に
つ
き
二
・
五
ペ
ソ
、
荷
車
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
6
〕

種
苗
の
運
搬
に
は
一
万
本
に
つ
き
○
・
七
五
ペ
ソ
が
支
払
わ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
と
く
に
季
節
労
働
者
の
賃
金
形
態
が
出
来
高
給

で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
、
苛
藤
作
農
業
に
お

け
る
低
賃
金
労
働
の
象
徴
的
存
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、

苛
薦
作
労
働
者
の
な
か
に
は
、
耕
起
用
ト
ラ
ク
タ
ー
や
蒸
気
耕
転

機
運
転
手
等
の
熱
練
労
働
者
も
存
在
し
た
。
彼
ら
の
一
日
当
り
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
η
）

金
は
一
・
五
～
二
・
八
ペ
ソ
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

五
結
ぴ
ー
生
産
性
の
地
域
鮫
差
1

　
以
上
、
本
稿
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
主
要
苛

藤
作
地
帯
で
あ
る
中
部
・
南
部
ル
ソ
ン
と
西
ネ
グ
ロ
ス
州
を
事
例

と
し
て
、
苛
蕉
作
経
営
と
雇
用
労
働
の
特
徴
を
把
握
し
た
。
中

部
・
南
部
ル
ソ
ン
で
は
経
営
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
、
地
主
．
小

作
関
係
が
基
本
的
な
生
産
関
係
で
あ
う
た
。
こ
れ
に
対
し
、
．
西
ネ

グ
ロ
ス
州
の
主
要
な
労
働
カ
は
賃
労
働
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ル

ソ
ン
島
諸
州
に
お
い
て
も
、
植
付
・
収
穫
作
業
等
に
は
季
節
労
働

者
が
雇
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
経
営
形
態
が
異
な
る
両
島
で
は
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当

り
砂
糖
生
産
量
に
大
き
な
較
差
が
あ
っ
た
。
一
九
ニ
ニ
／
二
三
～
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二
六
／
二
七
作
物
年
度
五
力
年
の
ル
ソ
ン
島
六
工
場
と
ネ
グ
ロ
ス

島
一
四
工
場
（
た
だ
し
年
度
に
よ
っ
て
は
一
都
の
工
場
は
未
操

業
）
の
甘
簾
作
地
帯
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
砂
糖
生
産
量
は
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鍋
〕

ぞ
れ
四
七
ビ
ク
ル
、
七
ニ
ピ
ク
ル
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

生
産
性
の
差
異
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
苛
蕨
作
農
業
の
生
産
性
を
左
右
す
る
技
術
的
要
因
は
、
品
種
改

良
、
施
肥
量
、
機
械
化
等
で
あ
る
。
ま
ず
品
種
改
良
か
ら
み
よ
う
。

苛
薦
作
付
面
積
に
占
め
る
在
来
品
種
の
比
率
は
、
全
国
平
均
で
、

一
九
二
三
／
二
四
作
物
年
度
に
六
三
％
で
あ
っ
た
が
、
二
九
／
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
9
〕

○
作
物
年
度
に
は
四
六
％
へ
と
減
少
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期

の
地
域
別
統
計
は
な
い
。
そ
こ
で
一
九
三
三
／
三
四
作
物
年
度
を

例
に
と
る
と
、
ル
ソ
ン
島
で
は
在
来
品
種
の
比
率
が
四
三
％
、
改

良
品
p
o
J
種
二
八
七
八
の
比
率
が
三
一
％
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
ネ
グ
ロ
ス
島
で
は
、
在
来
品
種
は
わ
ず
か
一
四
％
に
す
ぎ
ず
、

p
o
J
二
八
七
八
が
三
九
％
、
バ
デ
ィ
ラ
（
団
邑
旨
）
が
三
二
％

　
　
　
　
　
　
　
＾
些

を
占
め
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
施
肥
量
に
つ
い
て
。
フ
ィ
リ
ビ
ン
の
硫
安
輸
入
量
は
一

九
二
〇
年
に
わ
ず
か
一
八
○
○
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
二
七
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
仙
）

二
万
三
三
〇
〇
ト
ン
に
急
増
し
た
。
肥
料
と
し
て
は
硫
安
の
他
、

複
合
肥
料
や
過
燐
酸
石
灰
等
も
用
い
ら
れ
た
が
、
一
九
三
〇
年
代

前
半
の
調
査
に
よ
る
と
、
硫
安
が
肥
料
輸
入
量
の
六
割
以
上
を
占

め
て
い
た
。
加
え
て
肥
料
の
大
部
分
が
苛
藤
作
用
で
あ
り
、
し
か

も
そ
の
多
く
が
ネ
グ
ロ
ス
島
で
使
用
さ
れ
て
い
た
、
と
報
告
さ
れ

　
＾
竺

て
い
る
。

　
最
後
に
機
械
化
の
進
展
状
況
に
関
し
て
。
前
述
の
よ
う
に
蒸
気

耕
転
機
は
一
九
世
紀
末
葉
に
ネ
グ
ロ
ス
島
に
導
入
さ
れ
た
が
、
耕

起
作
業
用
に
ト
ラ
ク
タ
ー
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

第
一
次
大
戦
中
も
し
く
は
大
戦
後
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
九
二
〇

年
代
に
お
け
る
ト
ラ
ク
タ
ー
や
蒸
気
耕
転
機
等
の
台
数
は
不
詳
で

あ
る
。
一
般
に
経
営
規
模
の
大
き
い
製
糖
工
場
直
営
や
地
主
直
営

の
農
園
で
用
い
ら
れ
、
小
規
模
経
営
で
は
ほ
と
ん
ど
購
入
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
植
付
・
栽
培
・
収

穫
作
業
の
機
械
化
は
全
く
進
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
部
・
南
部
ル
ソ
ン
で
は
西

ネ
グ
ロ
ス
州
に
較
べ
て
、
農
業
技
術
革
新
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
た

と
み
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
中
部
・
南
部
ル

ソ
ン
に
お
い
て
と
り
わ
け
生
産
性
向
上
の
動
き
が
鈍
か
っ
た
こ
と

は
、
同
地
域
の
地
主
・
小
作
関
係
を
基
軸
と
す
る
経
営
形
態
の
特

質
と
大
い
に
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
高
橋
彰
「
フ
ィ
リ
ビ
ン
農
村
の
構
造
変
化
と
賃
労
働
者
層
」
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一橋論叢 第91巻 第3号（50）

　
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
一
八
巻
第
六
・
七
号
（
一
九
七
七
年
六
・
七
月
）

　
四
～
二
八
ぺ
ー
ジ
。
梅
原
弘
光
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ
ナ
イ
島
米
作
農

　
村
と
非
農
家
層
ー
イ
ロ
イ
ロ
州
ア
ミ
ロ
イ
村
の
事
例
を
中
心
と
し

　
て
」
滝
川
勉
編
『
東
南
ア
ジ
ア
農
村
の
低
所
得
階
屈
』
ア
ジ
ア
経
済

　
研
究
所
　
一
九
八
二
年
　
二
六
五
～
三
〇
四
ぺ
ー
ジ
。

（
2
）
　
一
九
二
〇
年
代
甘
薦
作
地
帯
の
土
地
所
有
構
造
は
別
稿
で
論
じ

　
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
3
）
、
葭
碧
雪
旨
巨
区
軍
H
邑
顯
o
、
一
吻
茶
ミ
き
§
く
0
F
H
9

　
乞
o
．
N
（
司
o
げ
ー
5
8
）
一
や
o
o
o
。
一
：
↓
註
碧
』
o
墨
籟
奉
o
｛
H
o
o
o
。
－
1

　
；
9
一
、
い
轟
ミ
≧
雨
§
一
＜
o
－
．
讐
一
2
o
I
竃
（
U
8
‘
H
8
一
）
o
・
α
轟
・

　
な
お
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
政
府
は
一
九
四
七
年
に
小
作
農
に
払
下
げ
る
目

　
的
で
同
農
園
の
米
作
地
三
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
タ
パ
カ
レ
ラ
か
ら

　
買
収
し
た
。
同
時
に
、
タ
バ
カ
レ
ヲ
は
、
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
軍

　
用
地
用
と
し
て
政
府
に
寄
附
し
た
（
O
胃
－
畠
C
自
巨
目
9
ま
芝
o
ミ
曳

　
§
雨
、
ミ
～
慧
｛
ミ
い
S
恥
ミ
ト
ミ
“
ミ
餉
－
ミ
一
旨
閏
目
自
P
宍
巴
目
く
麸
昌
勺
自
げ
－

　
5
暫
自
o
q
o
o
■
一
－
目
o
、
一
岩
ミ
一
勺
o
。
㎞
o
o
I
s
）
。
し
た
が
っ
て
、
現
在

　
の
同
農
園
の
所
有
面
積
は
、
七
五
〇
〇
～
八
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

　
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
拙
稿
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
製
糖
地
区
の

　
土
地
所
有
と
農
家
経
済
　
　
中
部
ル
ソ
ン
・
タ
ル
ラ
ク
州
の
事
例
」

　
『
O
昌
覇
9
言
旨
光
陵
女
子
短
犬
研
究
紀
要
』
創
刊
号
（
一
九
八
三

　
年
三
月
）
七
九
、
八
九
ぺ
ー
ジ
に
事
実
誤
認
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の

　
場
を
借
り
て
訂
正
し
た
い
。

（
4
）
、
｝
邑
9
夢
巨
一
〇
ぎ
、
、
一
勺
」
o
・

（
5
）
　
さ
§
、
甲
ε
．

（
6
）
§
き
？
8
一
き
ミ
ぎ
沖
県
§
掌
“
書
盲
§
い
藁
ミ

　
ミ
軋
ミ
包
ミ
葛
§
一
峯
凹
己
ぎ
ω
目
o
q
害
2
o
ミ
m
～
冨
窃
一
5
署
一
〇
・
H
遣
・

（
7
）
、
雷
邑
9
忌
■
巨
o
ぎ
・
…
・
一
、
o
－
章

（
8
）
き
ミ
一
や
o
－
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（
9
）
　
拙
稿
「
フ
ィ
リ
ビ
ン
糖
業
の
構
造
的
袴
資
I
ー
ア
メ
リ
カ
植

　
民
地
時
代
末
期
の
坐
産
形
態
」
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
二
一
巻
第
九
号

　
（
一
九
八
O
年
九
月
）
二
九
～
三
〇
ぺ
ー
ジ
。

（
1
0
）
　
』
ミ
』
吐
o
ミ
、
O
s
ミ
、
ミ
①
s
ミ
恥
■
凹
o
目
o
自
P
P
－
．
－
冒
一
〇
・
…
、
O
』
串
目
一
〕
p

　
旨
o
q
胃
向
眈
冨
箒
一
旨
o
ま
一
H
o
『
け
5
H
旨
官
s
一
ミ
冒
戸
、
　
『
ぎ

　
＼
§
雨
ミ
§
s
o
ぎ
§
｝
ミ
県
o
o
§
§
ミ
8
㌧
§
§
鼻
＜
o
－
．
旨
暑
畠
一

　
ω
1
卓
（
昌
胃
．
㌧
＞
窄
．
岩
畠
）
一
や
■

（
u
）
　
拙
稿
「
修
道
会
領
地
処
理
問
題
　
　
米
系
資
本
の
対
比
進
出
と

　
の
関
連
で
」
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
』
第
二
一
巻
第
二
号
（
一
九
八
三

　
年
九
月
）
一
九
〇
～
一
九
二
ぺ
ー
ジ
。

（
1
2
）
　
：
O
巴
寧
目
旨
嘗
ω
自
o
q
芭
『
向
黒
嘗
冨
：
：
・
“
、
O
－
伽
1

（
1
3
）
　
』
ミ
』
ざ
ミ
O
s
ミ
ミ
ぎ
§
目
．
や

（
皿
）
　
、
o
巴
印
昌
σ
纈
ω
自
o
司
彗
向
餉
訂
a
…
…
一
、
o
o
・
ミ
ー
H
o
o
二

（
∬
）
　
－
｝
軌
軋
．
■
O
．
H
N
…
O
凹
ユ
O
蜆
■
O
o
色
P
　
、
｝
－
O
巨
庄
く
o
旦
o
サ
O
胆
μ
芭

　
｝
o
竃
邑
o
急
■
き
『
竃
墨
g
2
血
o
目
冒
蜆
｝
■
冨
o
p
二
」
o
§
§
“
§
葛

　
き
ぎ
い
飛
ミ
ミ
§
o
o
ミ
§
g
ぎ
』
s
ミ
ミ
き
ぎ
、
ミ
“
§
“
§
⑦
藁
ミ

　
」
竃
§
ぎ
ざ
o
ミ
峯
p
目
畠
p
H
o
塞
一
や
蟹
1

（
1
6
）
　
、
O
巴
纈
昌
σ
顯
ω
自
o
口
顯
H
内
黒
顯
け
Φ
：
：
：
－
、
o
勺
・
9
　
一
ド

（
1
7
）
　
さ
迂
．

（
1
8
）
　
肉
§
冬
亀
§
＆
s
き
、
ε
－
ミ
ミ
§
婁
昏
雪
O
o
§
註
明
～
ミ
s
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c
ミ
“
詩
、
s
　
o
o
s
e
雨
s
o
｝
“
s
　
』
ミ
ミ
s
－
　
“
雨
｝
邑
　
－
U
￥
“
ミ
ミ
｝
ミ
雨
　
ω
ミ
寒
、
　
』
蜆
．

　
　
豊
o
ぎ
ぎ
ぎ
峯
彗
茅
二
竃
N
一
毛
。
N
塞
1
8
o
お
よ
ぴ
付
表
よ
り
。

（
1
9
）
－
戸
O
目
昌
σ
ぎ
：
5
σ
冒
9
■
冒
昌
匡
顯
鼻
＝
吻
秦
ミ

　
．
o
雨
s
ミ
ミ
s
s
、
、
ぎ
畠
§
葛
ミ
雨
蔓
吻
■
く
o
－
9
z
〇
一
H
　
（
』
讐
p
　
H
o
～
｝
）
一

　
　
弓
勺
．
s
－
8
－

（
2
0
）
　
　
く
く
o
蜆
雪
．
曽
o
目
『
く
．
o
o
ミ
、
札
ミ
o
s
餉
§
o
討
s
軋
｛
篶
雨
蜆
雨
、
、
s
s
註
b
“
～
、
雨
｝

　
　
昏
ぎ
、
§
き
§
§
§
婁
ミ
雨
s
ミ
雲
§
専
§
き
｝
陣
昌
一
乞
§

　
　
0
1
8
－

（
2
1
）
　
O
冒
『
自
匡
P
o
、
－
ミ
ご
勺
1
～
㌣
宛
里
厨
9
寓
一
勺
耐
邑
目
o
q
一
、
H
｝
o

　
　
勺
ケ
自
－
弓
勺
－
目
O
　
ω
自
O
q
串
H
－
目
q
自
伽
岸
『
｝
ー
二
　
勺
－
1
　
－
〕
－
－
〕
－
㎝
蜆
O
『
一
里
巨
O
目
、
　
呂
－
O
｝
－
1

　
　
吹
顯
目
ω
け
陣
芹
o
o
o
旨
o
岬
9
　
－
o
ω
仰
o
〇
一
阜
o
1
㎞
o
．

（
㎜
）
　
　
宙
o
目
『
｝
－
o
、
．
o
註
二
　
〇
勺
l
o
o
ー
ひ
－
1

（
2
3
）
　
拙
稿
「
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ビ
ン
糖
業
の
発
展

　
　
　
　
　
ネ
グ
ロ
ス
島
の
背
庶
ア
シ
エ
ン
ダ
経
営
を
中
心
に
」
『
ア
ジ
ア

　
　
経
済
』
第
一
七
巻
第
一
〇
号
（
一
九
七
六
年
一
〇
月
）
、
四
〇
～
五

　
　
一
二
ぺ
ー
“
ソ
。

（
2
4
）
　
製
糖
契
約
や
分
糖
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
フ
ィ
リ
ビ
ン
糖
業

　
　
の
構
造
的
特
質
I
」
三
一
～
三
三
ぺ
ー
ジ
。

（
鴉
）
き
蔓
き
盲
ミ
ミ
ぎ
き
蔓
・
§
萬
㌔
§
曹
盲
ミ
S
二
〇
～
ド

　
電
．
宝
1
H
い
．

（
％
）
　
　
勺
庁
－
旨
勺
勺
｝
目
O
　
ω
目
岬
胆
『
　
＞
叩
m
0
9
顯
ま
O
■
一
　
吻
ミ
§
ミ
ー
S
ミ
　
ρ
、
　
－
害
、
1

　
§
畠
ミ
o
ミ
　
s
｝
o
s
、
　
“
“
耐
　
－
u
￥
ミ
慧
｝
ミ
雨
　
吻
ミ
味
籟
、
　
－
s
軋
ミ
防
“
ミ
■
　
峯
讐
b
昌
串
－

　
　
s
8
一
勺
－
竃
．

（
〃
）
　
、
寺
急
亀
耐
、
O
ミ
県
、
｝
耐
ミ
S
§
S
“
｝
S
ミ
・
、
“
札
ミ
㌔
、
｝
ミ
耐
O
O
；
℃
．
～
N
1

（
2
8
）
吻
§
§
～
勾
患
ミ
呉
き
崇
§
“
｝
§
－
雲
ミ
慧
ぎ
O
o
．
一
§
ω
一

　
　
i
－
o
。
．

（
2
9
）
　
P
N
B
の
生
産
融
資
に
関
す
る
断
片
的
記
述
は
、
、
丙
①
昌
胃

　
　
］
≦
芭
『
ギ
o
蜆
顯
Ω
－
0
9
目
｝
　
男
o
勺
O
ユ
　
O
自
　
O
o
目
胃
巴
蜆
－
二
　
い
秦
s
，
　
O
軸
ミ
ミ
ミ

　
　
§
軋
ミ
・
ミ
§
≧
§
“
＜
〇
一
．
＞
旨
．
N
（
宗
σ
二
竃
ひ
）
一
や
§

　
　
で
得
ら
れ
る
。

（
3
0
）
　
拙
稿
「
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ビ
ン
糖
業
の
発
展
」

　
　
四
二
、
四
八
～
五
二
ぺ
ー
ジ
。

（
3
1
）
穿
弓
さ
S
o
き
P
H
o
o
．

（
3
2
）
曼
匙
二
電
．
ミ
ー
㎞
ω
1
　
　
　
　
．

（
㏄
）
　
　
o
目
H
自
σ
｛
葭
i
o
、
－
o
旨
’
　
弓
勺
■
N
卓
－
N
㎞
一

（
糾
）
　
　
｝
o
目
『
｝
－
　
o
心
．
　
o
ミ
’
　
七
勺
1
　
α
“
ー
ひ
o
o
…
　
、
H
■
｛
σ
『
目
－
o
　
ω
o
σ
『
o
　
－
葭

　
　
■
注
o
・
昌
髪
。
目
§
一
、
ぎ
o
暑
§
婁
s
昏
“
富
完
患
ミ
、
婁
き
o
§
ミ

　
、
s
，
s
　
｝
膏
　
、
、
｝
§
耐
、
s
　
o
o
s
e
雨
s
o
“
｝
ミ
　
』
s
ミ
s
』
　
、
Φ
　
、
s
　
、
｝
ミ
害
｝
s
耐

　
　
い
秦
ミ
」
自
s
ぎ
ミ
§
、
峯
彗
－
一
串
H
竃
い
一
℃
o
．
湯
－
漂
。
負
債
未
返

　
　
済
の
労
働
者
の
逃
散
が
続
出
し
た
た
め
、
ネ
グ
ロ
ス
島
シ
ラ
イ
、
サ

　
　
ラ
ピ
ア
両
町
の
プ
ラ
ン
タ
ー
組
合
は
労
働
者
登
録
所
を
一
九
二
．
○
年

　
　
代
半
ぱ
に
開
設
し
た
。
O
胃
－
畠
■
・
■
o
9
ぎ
、
■
晶
奉
『
註
9
o
喘

　
＞
o
目
『
－
o
自
斥
目
『
凹
－
］
「
葭
げ
o
『
o
『
9
、
い
奈
s
，
o
雨
s
、
、
富
、
s
s
～
』
u
，
s
s
“
砧
、
眈
」
く
耐
s
“

　
＜
〇
一
・
〉
2
o
し
（
峯
胃
L
竃
o
）
一
毛
」
ま
1
宝
ω
．

（
砧
）
　
　
国
o
目
『
｝
i
o
㌧
一
〇
辻
＝
　
勺
．
σ
①
．

（
3
6
）
§
軋
＝
毫
’
亀
－
婁

（
η
）
　
　
H
｝
｝
軋
－
■
　
勺
．
ひ
α
一

（
3
8
）
、
§
；
ミ
寒
募
ぎ
二
ざ
ミ
こ
ざ
婁
ミ
専
§
い
泰
ミ
ぎ
－

361



一橋論叢　第91巻　第3号　（52）

　
～
ミ
包
ミ
、
旨
凹
邑
－
ξ
ω
自
o
q
嘗
『
z
o
婁
蜆
吊
『
8
9
H
o
N
0
0
一
↓
邑
〕
－
o
く
・

（
3
9
）
『
比
偉
賓
群
島
ノ
糖
業
』
台
湾
総
督
府
殖
産
局
　
一
九
四
一
年

　
　
七
六
ぺ
ー
ジ
。

（
4
0
）
　
前
掲
誓
　
七
六
ぺ
ー
ジ
。

（
4
1
）
　
目
本
貿
易
研
究
所
『
糖
業
よ
り
見
た
る
広
域
経
済
の
研
究
』

　
粟
田
菩
店
　
一
九
四
四
年
　
二
九
三
～
二
九
四
ぺ
ー
ジ
。

（
4
2
）
　
『
比
偉
賓
群
島
－
－
』
七
二
～
七
四
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
光
陵
女
子
短
期
大
学
専
任
講
師
）
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